
f界W．6s“　cgqL3zz》XEue＋二月計Pt　t’　US「caSSMM’■棚一回（一岨行一入年六月伽開同杁年七月一噸

／

雫

　　　　rNNX（第2　＞二大歴二＼＼第265號
　　　　　f　4’一“一　”一‘　．．　X

昭和18年　第7城

論漏篇嘉鰐一r＿＿脚
目蝕観測を絡って（2＞……・…………・・………一一…木邊　成　麿212

月蝕の丁丁計算（1）…一・………・…一………・…・……熊　切　一　男217

金星は地球と双子遊星……・・…………・一………・…R．G．エイトヶン222

観測より得たる流星輻射窯の表（績）〔紀要85緩〕一…∴ノ』・損孝二郎225

南宋より傅はる天文圖…………・……・…………・…一・仙　本　一　清230

観測部月報：太陽・流星・彗星…・∴……・……・…………・…・…・…………236

天界問答（1件）………………224総會の報告………………・・…・…216

標準天丈用語表（17）………・・…・…234　表彰状第9號（中原千秋氏ン・・………③

』七月の天象……………・…・・……④　天界正誤表………………・・……・229

八月の天象……………………∵・②　會告・公告…………………221，229

別ぐみ買：球面天文學要綱（2）……・………・・……・・……；S．ニウカム（5）

本部・田上天文畳東亜天文協含事務局・．滋賀縣堅田



＠ 天界265一

　　　　1943年　　八月の天象
　　　　　　　　　Himmelserscheinungen　im　August，　1943．

　日本内地や南洋一帯の島々は海洋の影響を受けて，八月は伺ほ盛夏の暑さ

であるが，大陸は地面の比熱が小さいため，早くも初秋の爽やかさを感じる．

一室も既に秋の兆候が現はれて，日出前の東天には黄道光が見え始める．太

陽黒黙の活動の萎縮と共に，過ぎし今冬の黄道光は光淡く，只，費道帯のみ

頗る獲拝した形であったが，～二んどの秋の黄道光や帯光は如何なる形歌を見

せるかア

　太陽は獅子座を順行中，8日は立秋となり，24日には庭女宮に侵入して庭

回の季節となる．今月は膝撃と同じ日附け（但し一ケ月遅れ）となるので七夕

祭は7日，孟蘭盆禽は15日であって，記憶に便利である．1日は南洋の日蝕

で，南インド洋や，濠洲の粥では金環蝕が見えるが（天文年鑑第10頁を見ら

れよ），部分蝕は我が日本の新占領地あたりでも見える筈．但し，内地では

何も見えない．しかし，地球物理學的な種々の槻測は行はれ得る．

　月は1日が遠地黒占で新月，9日が上弦，15日が近地黒占通過，16日が満月，

23日目下弦，28日が再び遠地黒占通過131日が新月である．

　水星は宥の星で，月末29日に極大離角（東へ27。絵）となるが，地ZFへの黄道

の傾きが帯きV・ので，低緯度の土地でなければ槻測は不可能だらう．

　金星は前月末の31日に極大光輝（一4．2級）となり，その前後は白書に肉眼で

槻察が出塁る．その後，13日の停留を経て，急に太陽に近づき，観望に不便

となる．しかし，地球にに近いので，望遠鏡で毎日その鋭V・三日月形の攣化

を眺め，観直径を測って見るのも興味深からう．

　火星は東天で漸次増期中，覗直径は9”に達する．星座は牛座．

　木星は，前月30日に太陽とA合につき，まだ観察は黒月不可能．

　土星は曉の室に美しV・形を表はしてみる．望遠鏡裡の肚観であらう．

　天王星は牛座のe星とκ星との中間を緩やかに順行中．天文年鑑中の星圖

をたよりとして観られたし．光度は6等級で，双眼鏡で見える．

　海王星は秋分黒占の北隣を順行中，日光の妨げで，観望不適．

　冥王星も観察は不能．

　流星は七月に引き績き良く見える時期で，殊に，見える数の多いことは一

年中この月が最も多い。12日前後の幾日間か，午前3時頃ペルセウス座から

四方に飛ぶ白色急速の光弾は實に見ごとで，殊に今年は満月以前であるから，

月光の妨害は著しくあるまい．

　彗星や新星の新獲見を忘るべからす！1

　　　　　　　　　（注意：「七月の天象」は表紙④にあb）
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　　　　　1943年　 七月の天象
　　　　　　　　　Himmelserscheinungen　im　Juli，1943．

　七月からは，毎年の例により，流星が活躍し始める．或は既に六月末から

のヰンネケ流星に観測者は注意を集めなければならないとも言ひ・得る．なる

べくは，観測の計書や手績きについて，小愼流星課長の指圖に從ふこと．又，

報告は忠直に，迅速に課長に局けること，星圖や報告用紙も課長から與へら

れる・一七月の季節は早や起きに絶好である．贈賄過ぎの2時頃から晴夜を

見守る心持ちは敵機の來襲を看魅するほどの緊張感にも似てみると言へよう．

　太陽は，月初め双子座にあるが，下旬には蟹座に移る．赤緯は幾らか南下

するけれど，それでも未だ高い，8日は“小暑”，24日は“大暑”で，地上（北

四球）の暑さは愈々本格的となり，切りに出征中の皇軍將士の勢苦を思ふ．

　月は2日が新月，11日が上弦，17日目満月，24日が下弦で，翌八月1日に

は吹ぎの新月となる．又5日は軌道上の遠地貼を通過し，18日には近地鮎へ

やって直ることも記憶して置V・て宜V・．

　水星は朝早く日出前ゐ東天に姿を見せるが，月末になるに從ひ，だん々々

太陽に近づくので，この月一帯は観望には適當とは言へない．

　金星は宥の明星として，依然，西の室に君臨してみる．六月末に極大離角

を過ぎたから，望遠鏡の覗野中に見える像は漸次に鋭い三日月形となり，同

時に，光輝は輝々恥く，その極大は31日越ある．

　火星は東天に愈々高いが，距離は未だ遠い．

　木星は宥の西天で太陽に近づき，肉眼には立派たが，望遠鏡では駄目．

　土星は六月中の太陽との虫合を過ぎたが，此の七月末頃から東天に美しい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ形を現はし始める．しかし，望遠鏡の塩竃は九月頃まで待つが意い．

　火三E星も土星と同様，東天の星ではあるが，観測不適．

　海王星は乙女塵で，や玉西へ傾き過ぎたが，圖を頼りにすれば，街見える．

　冥王星は木星と連合中．

　　　　　　　　　（注意：「八月の天象」は表紙②にあり）
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